
市内米軍施設の現況等について 

１ 令和６年２月７日以降の主な経過 

２月７日 基地対策特別委員会 

議題  １ 市内米軍施設の現況等について 

２ 根岸住宅地区における跡地利用の推進について 

３ 旧深谷通信所の検討状況について 

４ 旧富岡倉庫地区の跡地利用検討におけるサウンディング型市場調査

（２回目）について 

３月８日 米軍オスプレイの運用停止措置の解除 

【防衛省・在日米軍共同発表要旨】

・米軍は、2024年３月８日をもって、オスプレイの飛行許可を

発出し、これをもって運用停止を解除した。

・運用再開のタイムラインは、それぞれの軍種及び任務の運用上

の要請に基づく。

３月11日 神奈川県基地関係県市連絡協議会（本市は副会長市）が「米軍オスプレイの運用

停止措置の解除に係る緊急要請」を国に提出 

【要請内容】 

１ 事故原因や安全対策等の詳細を関係自治体に速やかに情報提

供するとともに、国として責任を持って、基地周辺住民に対

して周知し、住民の不安払しょくに努めること。

２ これまで当協議会が要請してきたように、事故原因に即した

実効性のある再発防止策などの万全の安全対策措置を講じる

とともに、関係自治体に対する説明等を実施するまで、運用

停止措置を継続すること。

構成：神奈川県、横浜市、相模原市、藤沢市、逗子市、大和市、 

海老名市、座間市、綾瀬市 
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３月13日 日本国内のオスプレイの段階的な運用開始 

【防衛省発表要旨】 
・整備等を終えた機体から、順次、基本的な飛行を行い、技能 
の練度を回復していく。 

・陸上自衛隊及び日本国内の米軍のオスプレイは、３月 14日以 

降準備が整ったものから順次飛行を開始することを確認した。 

 

３月26日 神奈川県基地関係県市連絡協議会が「日本国内での米軍オスプレイの飛行再開

に係る要請」を国に提出 

【要請内容】 

１ 事故原因や安全対策等の詳細を明らかにするなど、安全性

を確保できたと国が判断した根拠を分かりやすく関係

自治体に情報提供するとともに、積極的な公表、周知によ

り基地周辺住民の方々の不安払しょくに努めること。 

２ 安全性を確保し、安全性について十分な説明を尽くすまで

は、オスプレイの県内上空での飛行を控えることや、オスプ

レイの飛来に関する詳細な情報を提供するなど、国として基

地周辺住民の方々の心情や周辺環境への影響等を考慮した対

応を行うこと。 

３ 厚木基地隣接の民間工場で行っている米海兵隊オスプレイの

定期機体整備については、飛行（飛来、試験飛行の実施、帰

投等）に関する事前の情報提供を行うなど、丁寧な対応に努

めること。 

 

 ４月12日 防衛省南関東防衛局から「北富士演習場における米軍の訓練実施に伴う瑞穂

ふ頭／横浜ノース・ドックでの物資の搬出入について」本市に連絡 

 

 




